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非常災害時への準備 



      非常災害時への準備         （１） 
                    令和 ３年 4 月 1 日 

前原ハート訪問看護ステーション 
 

※ 非常災害時とは・・・・地震、落雷、火災、水害、ガス爆発、（自動車等）による 

               緊急避難、集団非難を要する時をいう。 

※ 非常災害時への準備 

  １）前原ハートの避難場所の確認 

 ・前原東地区・・・・前原公園・前原小学校 
     ・前原西地区・・・・中野木小学校 

  ２）各事業所・・緊急時連絡網（利用者、職員）の名簿作成（毎月更新）  

       利用者名・生年月日・年齢・性別・住所・電話番号・家族連絡先 
       主治医連絡先・避難場所・独居、認知、医療器具、訪問必要有無等を記入 

  ３）事務室に緊急連絡網（職員・利用者）を保管 

  ４）非常備蓄品と持出品の準備 

     持出品・・・災害発生時に最初に持ち出す品 
     備蓄品・・・支援物資が届くまでの生活用品 

      持出品    備蓄品  （３日分以上） 
食

糧   
飲料水  ペットボトル５００ 
    ｍｌ・一人当たり２本 
非常食品：缶詰など 

食

糧 
飲料水  一人当たり一日３ℓが 
      目安 
非常食品 

 
 
生

活

用

品 

懐中電灯・携帯ラジオ・携帯用充

電器・貴重品・医薬品（常備薬、

傷薬など）・１０円玉・テレホン

カード・マスク・雨具・タオル・

紙食器・割りばし・ハサミ・軍手・ 
ライター・衣類（保温性が高いも

の）・ろうそく・テッシュ・缶切

り・ビニールシート 

 
 
生

活

用

品 

カセットコンロ・タオル・ランタ

ン・紙食器・ラップ・割りばし・

洗面用具・携帯用トイレ・マスク・

ロープ・毛布・寝袋・使い捨てカ

イロ・ウエットテッシュ・トイレ

ットペーパー・安全靴・バール（工

具） 

        
     その他： 高齢者用品・・・レトルト食品・医薬品・老眼鏡・入れ歯とケース 
                  補聴器・湿布薬・つえ 
 
 
 



      非常災害時の対応手順・役割分担    （２） 
                         令和 ３年 4 月 1 日 
                         前原ハート訪問看護ステーション  

     ※ 事務所内に居合わせたスタッフが対応。 

１）統括事務局設置・・・・・所長、事務、各管理者 

   ＊利用者緊急連絡表、職員連絡表を手元に準備。 

２）各管理者（スタッフ）・・訪問スタッフの把握  

   ＊ 電話連絡待機者を作る。 

  ① 安否確認 ： 訪問中の職員や利用者の安否確認 

＊ 優先的に状況把握、必要時訪問：独居、認知症状の方、医療器具設置者 
 

   ＊ 訪問中の職員からの連絡対応や訪問時間の変更対応 
    応援の必要の有無・・・・独居宅の訪問中など 
    けが等の負傷状況や受診状況の確認・・・けが人や手当について報告 

  ② 安否確認、把握・・・速やかに事務局に通知 

  ③ 訪問時・・・訪問先に到着後、直ちに状況報告（電話が通じる場合） 

  ④ 応援等・・・・管理者に相談、対応できるスタッフに依頼。 

  ⑤ 避難場所の確認・・・非難した場合、居場所等を報告 

 

 ３）事務局・・管理者やスタッフからの連絡、訪問報告等を記録 

  ４）職員への対応・・・・管理者、所長 

   ① 職員の帰宅等 

    ＊幼少児を抱える職員・・早期の帰宅。幼稚園、保育園、学校等の情報収集。 
      ＊交通網の状況で帰宅を促す 
           ＊事業所用の連絡網で安否確認・・・・・・☎連絡網の利用 

 ② 職員からの報告・・・帰宅後は速やかに所長、管理者に報告。 

 



. 

   利用者様への緊急対応法     （３） 
 
１）火事・地震等災害時の訪問 
   
  ①火の元確認：ガスコンロ・風呂など 
  ②利用者の安全確保 
  ③事業所への連絡   
      ☎  
     ☎  
 

※ 事務所に繋がらない時  （携帯）  
                 （携帯）                                           
 
２）利用者宅訪問時の事務所との連携方法 
 

 
３）地震発生時の対応方法 
   ◇火の元を閉じる。 

◇頭を隠すなど、とにかく身を守る。 
  ＊建物内にいたら・・・机の下などにもぐり、倒れる家具等から身を守る。 
  ＊屋外にいたら・・身近なもので頭を守り、電柱など倒れるものに注意する。 
◇ドア等を開けて逃げ道を確保する。 
◇ガラス破片等から足を守るため靴を履く。 
◇非常用持ち出し品を用意する。 
◇火災を見つけたら、まず大声で「火事だ！」と近所に知らせる。 
  「１１９番」通報を行う。 
◇自宅が倒壊するなど、危険な場合はただちに避難所へ。 
◇ラジオなどで正確な情報を知り、デマに惑わされない。 

事務所内 
検討：状況把握で訪問、応援 

連絡を待つ 

訪問中 
電話がつながった段階で 

安否確認 

電話がつながり応援が必要 
 

電話連絡がとれない 
 

訪問可能 
 

訪問不可 
（危険度大） 
道路陥没、 
建物崩壊等 必要物資持参で

訪問 

待 機 
連絡手段の復旧を待つ 

 事務所から近い所は 
訪問して安否確認 
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